
○松田町寄自然休養村管理センター条例施行規則

昭和53年4月1日

規則第2号

(趣旨)

第1条　この規則は、松田町寄自然休養村管理センター条例(昭和53年松田町条例第7号。以下「条例」とい

う。)の施行に関し必要な事項を定めるものとする。

(利用時間)

第2条　松田町寄自然休養村管理センター(以下「センター」という。)の利用時間は次のとおりとする。た

だし、町長が必要と認めるときはこれを変更することができる。

(1)　集会等の利用時間は、午前9時から午後9時までとする。

(2)　宿泊の利用時間は、午後3時から翌日午前10時までとする。

(休館日)

第3条　センターの休館日は、次の各号に掲げるとおりとする。ただし、町長が特に必要と認めるときはこ

れを変更し、又は臨時休館することができるものとする。

(1)　12月28日から翌年1月3日まで

(利用の許可申請)

第4条　条例第4条の規定により利用許可を受けようとする者(以下「申請人」という。)は、利用しようと

する日から起算して5日前までに利用許可申請書(第1号様式)により利用を申し込まなければならない。

ただし、町長が特に止むを得ない理由があると認めたときはこの限りでない。

(利用許可)

第5条　町長は、前項の申請があった場合には必要な事項を調査し、許可することに決定したときは利用許

可書(第2号様式)を申請人に交付する。

(利用の変更)

第6条　利用許可を取り消し、又は変更しようとする者は、利用しようとする日の3日前までに利用変更等

申請書(第3号様式)により申し出なければならない。ただし、町長が特に止むを得ない理由があると認め

たときはこの限りでない。

(利用料金の減免)

第7条　条例第7条の規定により利用料金の減免を受けることができる者は、次の各号に掲げるものとす

る。

(1)　町主催の行事に使用するとき。

(2)　自然休養村関係の会議を開催するとき。

(3)　その他町長が公益上必要と認めたとき。

(利用料金の還付)

第8条　条例第8条ただし書の規定により既納利用料金の全部又は一部を還付する場合は、次の各号の1に該

当するときに限るものとする。

(1)　天災、その他不可抗力により使用することができなくなったとき。

(利用の心得)

第9条　利用者は、センター使用につき、係員の指示に従い、次の各号に掲げる事項を遵守しなければなら

ない。

(1)　使用前後は係員に申し出ること。

(2)　許可を受けた室、並びに器具以外は無断で使用しないこと。

(3)　利用は、許可された時間内に終了すること。

(4)　利用が終ったときは、清掃のうえ係員に引き継ぐこと。

(指定管理者の管理に係る読み替え)

第10条　センター施設の管理を条例第3条第1項に規定する指定管理者が行う場合においては、第4条、第5

条及び第6条中「町長」とあるのは「指定管理者」とする。

附 則

この規則は、昭和53年4月1日から施行する。

附 則(平成元年1月26日規則第1号)

この規則は、公布の日から施行する。

附 則(平成18年8月24日規則第23号)

この規則は、公布の日から施行する。

第1号様式

https://www1.g-reiki.net/town.matsuda.kanagawa/reiki_honbun/word/g227FG00001744.rtf


第2号様式

https://www1.g-reiki.net/town.matsuda.kanagawa/reiki_honbun/word/g227FG00001745.rtf


第3号様式

https://www1.g-reiki.net/town.matsuda.kanagawa/reiki_honbun/word/g227FG00001746.rtf



